
ジ
ョ
イ
フ
ル
三
ノ
輪
商
店
街
の
「
ナ
ガ
オ
カ
」

の
五
十
嵐
春
雄
さ
ん
（
大
正
14
～
平
成
19
）
の

遺
稿
集
「
三
ノ
輪
界
わ
い
名
跡
散
歩
」
平
成
五

年
十
二
月
よ
り

平
成
五
年
十
一
月
下
旬
の
あ
る
晴
れ
た
日
に

浄
閑
寺
を
訪
ね
る
。
門
を
く
ぐ
る
と
右
側
に
あ
っ

た
私
の
息
子
や
甥
が
お
世
話
に
な
っ
た
浄
閑
寺

幼
稚
園
は
す
で
に
な
く
、
小
火
が
あ
っ
た
と
の

事
で
あ
る
が
何
の
変
化
も
な
く
静
寂
な
境
内
で

あ
る
。
正
面
の
本
堂
の
左
側
に
又
門
が
あ
り
、

そ
れ
を
く
ぐ
っ
て
す
ぐ
右
に
曲
が
る
。
少
し
行

く
と
三
遊
亭
歌
笑
塚
が
あ
る
。
歌
笑
に
つ
い
て

は
知
る
人
は
現
代
余
り
い
な
い
。
終
戦
後
、
少

し
た
っ
て
彗
星
の
如
く
現
れ
た
落
語
家
で
あ
っ

た
。
彼
は
極
度
な
近
視
で
あ
り
、
絶
頂
期
に
ア

メ
リ
カ
の
進
駐
軍
の
ジ
ー
プ
に
、
は
ね
ら
れ
死

亡
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
塚
の
上
段
に
は
異
例
と
も
思
わ
れ
る
文

人
で
あ
り
幾
多
の
画
を
残
さ
れ
た
武
者
小
路
実

篤
氏
の
書
が
、
下
段
に
は
純
情
詩
集
の
一
節
が

彫
ら
れ
て
い
る
。
歌
笑
塚
を
右
に
曲
が
る
と
そ

こ
に
立
派
な
荷
風
碑
が
あ
る
。
「
震
災
」
偏
奇

館
吟
草
よ
り
の
こ
と
ば
が
綴
ら
れ
荷
風
死
去
四

周
年
の
命
日
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
三
十
日
荷

風
碑
建
立
委
員
会
と
あ
る
立
派
な
石
碑
で
あ
る
。

左
隅
に
故
人
ゆ
か
り
の
品
を
埋
め
た
小
さ
な
塚
が

あ
る
。
荷
風
碑
の
前
に
「
生
ま
れ
て
は
苦
界
、
死

し
て
浄
閑
寺
」
花
醉
と
銘
う
っ
た
新
吉
原
総
霊
塔

か

す

い

が
あ
る
。
之
は
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
帰
途
に
つ
く
。
門
の
手
前
に

浄
閑
寺
新
築
完
成
予
想
図
の
看
板
が
あ
る
。
い
つ

の
日
に
か
立
派
な
浄
閑
寺
に
生
れ
変
わ
る
日
も
近

い
の
で
あ
ろ
う
。
門
を
出
て
左
折
し
小
塚
原
回
向

院
に
向
う
。
こ
の
浄
閑
寺
に
つ
い
て
は
北
小
路
健

著
の
「
遊
女
」
を
参
考
に
致
し
ま
し
た
。

浄
閑
寺
の
門
を
出
、
泪
橋
通
り
に
向
い
、
そ
れ

を
左
折
す
る
と
左
に
バ
ス
の
発
着
所
と
都
営
マ
ン

シ
ョ
ン
が
あ
る
。

こ
こ
は
大
正
十
四
年
十
月
十
日
、
昔
の
刑
場
跡

で
東
京
市
が
買
収
、
市
電
の
車
庫
跡
で
あ
っ
た
。

刑
場
跡
で
あ
り
人
が
嫌
っ
て
し
ば
ら
く
放
置
さ
れ

て
原
っ
ぱ
に
な
っ
て
い
た
が
、
東
京
市
が
格
好
な

用
地
と
し
て
買
収
し
た
の
で
あ
る
。
車
庫
の
処
は

刑
場
入
口
に
あ
っ
た
法
華
庵
の
処
で
あ
る
。

小
塚
原
回
向
院
の
案
内
書
に
よ
る
と
『
徳
川
幕

府
の
は
じ
め
重
罪
者
に
宛
た
所
で
昔
は
「
浅
草
は

り
つ
け
場
」
と
称
せ
ら
れ
し
所
な
り
。
磔
地
場
と

し
て
開
創
さ
れ
て
か
ら
、
二
百
二
十
余
念
の
間
に

埋
葬
さ
れ
し
無
慮
二
十
余
万
と
称
せ
ら
れ
る
が
大

部
分
は
重
罪
者
の
屍
骸
な
り
、
文
政
五
年
八
月
南

部
家
の
臣

相
馬
大
作
・
関
良
助
の
屍
を
埋
め
て
よ

り
、
國
事
犯
の
刑
死
者
の
死
骸
を
こ
こ
に
埋
め
る

事
に
な
り
、
安
政
大
獄
以
降
、
憂
國
の
志
士
の
屍

は
大
抵
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

寛
文
七
年
刑
死
者
の
菩
提
を
弔
う
た
め
一
寺
を
草

創
し
た
。
こ
れ
が
小
塚
原
回
向
院
で
あ
る
』
と
記

さ
れ
て
い
る
。
大
森
鈴
ヶ
森
に
も
刑
場
が
あ
っ
た

事
は
有
名
で
あ
る
。

又
、
小
塚
原
は
杉
田
玄
白
等
が
我
が
国
始
め
て

人
体
解
剖
を
行
っ
た
腑
分
け
の
記
念
地
で
あ
り
回

向
院
に
は
そ
の
記
念
碑
も
あ
る
。

バ
ス
の
発
着
場
の
右
に
長
い
歩
道
橋
が
あ
る
。

地
下
自
動
車
道
路
が
出
来
て
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で

は
隅
田
貨
物
駅
の
國
鉄
の
大
踏
切
が
あ
り
回
向
院

ま
で
す
ぐ
で
、
閉
ま
っ
て
い
る
時
は
短
い
ド
ン
ド

ン
橋
と
い
う
歩
道
橋
を
渡
れ
ば
向
う
側
に
行
け
た

が
、
現
在
は
金
網
で
線
路
は
ふ
さ
が
れ
、
長
い
歩

道
橋
を
昇
り
降
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

降
り
た
左
側
が
回
向
院
で
あ
る
。
国
豊
山
回
向

院
と
称
し
、
浄
土
宗
に
属
し
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来

で
あ
る
。
本
所
両
国
回
向
院
の
住
職
弟
譽
義
観
上

人
は
小
塚
原
で
処
刑
に
な
り
埋
葬
さ
れ
た
者
の
菩

提
を
弔
は
ん
が
為
幕
府
に
請
う
て
こ
の
小
塚
原
の

地
に
一
寺
を
設
け
る
こ
と
ゝ
な
り
号
し
て
常
行
庵

と
云
い
両
国
回
向
院
の
別
院
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
来
今
日
に
至
る
三
百
十
余
年
で
あ
る
。
回
向
院

の
上
を
見
る
と
大
き
な
葵
の
御
紋
が
つ
い
て
い
る
。

寺
務
所
で
聞
い
た
処
、
回
向
院
は
徳
川
家
菩
提

寺
で
あ
る
芝
の
増
上
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
と
の
事
、

現
在
は
知
恩
院
に
属
し
て
い
る
と
の
事
、
浄
閑
寺

と
同
じ
で
あ
る
。
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